
令和 2 年度 第1号補正予算　主要な事業の説明書

(一般会計）

令和2年 第2回 嬉野市議会臨時会提出





【様式１】 令和元年度3月補正予算（令和2年度予算）事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 2 年度 ～ 令和 2 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

1,585
364
34

補助率

1,983

５．その他参考となる事項

通信運搬費

次亜塩素酸ナトリウム（除菌液）
詰替用ﾎﾞﾄﾙ(ｱﾙｺｰﾙ手指消毒液)

84円×395通=33,180円
300円×120個=36,000円
400円×72本＝28,800円

1,980円（１L ポンプ付)×50本＝99,000円
10,000円（17Ｌ　一斗缶)×20缶=200,000円

400円×50箱=20,000円
消耗品費

医薬材料費

19,800円（40箱／ケース）×79ケース=1,564,200円
※3,160箱（158,000枚）・・・6か月分見込

身体障害者手帳所持者(腎・心・呼吸・免疫関連)への通知郵便料

市関連施設等、身体障害者手帳所持者（395人：腎・心・呼吸・免疫関
連)配布、その他福祉施設・感染リスクの高い方への配布

マスク

マスク小分け袋

アルコール手指消毒液　

その他
ふるさと応援寄附金

一般財源 1,983 計

事業費(単位:千円) 1,983

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
市債

終息の目途が立たない新型コロナウイルス（ＣＯＶＩＤ－１９）感染を予防するために、必要なマスクやアルコール手指消毒液等を購入する。

新型コロナウイルス（ＣＯＶＩＤ－１９）感染症予防対策に必要なマスクやアルコール手指消毒液等の購入。

事業費(千円) 1,983 予算額(単位：千円)

令和1年度 令和2年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業内容
新型コロナウイ
ルス感染症予防
対策

需用費 （消耗品費）マスク、マスク小分袋

（医薬材料費）アルコール手指消毒液ほか

役務費 （通信運搬費）透析患者等への通知

予算体系 ４ 衛生費 １ 保健衛生費 ４ 予防費 事業名 新型コロナウイルス感染症対策

総合計画による位置づけ 基本方針 　ともに支え笑顔あふれるまちづくり 政策分野 ⑤健康・医療

○実施主体 市 所属部 市民福祉部 所属課 健康づくり課 予算書ページ 5 新規

実施年度 平成29年度 平成30年度
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【様式１】 令和元年度3月補正予算（令和2年度予算）事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 平成 年度 ～ 令和 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

53,000

補助率

53,000

５．その他参考となる事項

○武雄・嬉野温泉　応援キャンペーン事業　・・・利用者4,000人（嬉野市民2,500人、武雄市民1,500人）

①宿泊施設対象 ②クーポン事業
　域内宿泊施設 　宿泊者に対して配布
　補助率　宿泊費50％(上限　10,000円） 　1人　4,500円(2,000円1枚、1,000円2枚、500円1枚）　1施設2枚まで利用可。
　宿泊費20,000円未満利用　（平均）8,000円 　域内小売業等
　8,000円×4,000人＝32,000,000円 　4,500円×4,000人＝18,000,000円
　委託先：旅館組合 　委託先：商工会

※事務手数料(6％)・・・50,000,000円×6％＝3,000,000円

予算体系 ７ 商工費 １ 商工費 ４ 観光費 事業名 武雄・嬉野温泉　応援キャンペーン事業

総合計画による位置づけ 基本方針 　進化と創造、活力みなぎるまちづくり 政策分野 ④観光業

○

新型コロナウイルスによる感染症の拡大に伴い、世界的な移動制限が起こるなど観光業にも甚大な影響が発生している。そのため地域内の観光需要を喚起するため、武雄市
と連携し地域内での宿泊誘客を図る。

武雄市と連携し、域内の市民・市内勤務者を対象として宿泊補助及びクーポン券を配布し市内の需要喚起を図る。なお、期間内であっても利用が予算額に達した場合は、そ
の時点で事業を終了する。

事業費(千円) 予算額(単位：千円)

実施主体 市 所属部 産業振興部 所属課 観光商工課 予算書ページ 6 新規

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業内容
武雄・嬉野温泉
応援キャンペー
ン事業

委託料 53,000,000円（事業50,000千円、委託事務費3,000千円）

事業費(単位:千円) 53,000

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
市債
ふるさと応援寄附金

その他
一般財源 53,000 計

2



【様式１】 令和元年度3月補正予算（令和2年度予算）事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 平成 29 年度 ～ 令和 2 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

80
6,108

補助率
3,487

５．その他参考となる事項

当初予算事業費
3月補正事業費
(財源内訳) 一般財源

補正後事業費

9,675

予算体系 １０ 教育費 １ 教育総務費 ２ 事務局費 事業名 子ども学校塾事業

総合計画による位置づけ 基本方針 　しなやかでたくましい「人」育むまちづくり 政策分野 ①教育

小学校１年生から６年生までの希望する全児童を対象に、週３日（月・水・金）放課後の時間を利用して、宿題の取り組み方の指導を行うことにより児童の学習習慣の定着を図
り、児童一人ひとりの学力向上を目指す。

新型コロナウイルス感染症の影響を受けて学校が休校になったため、その期間の学習の補充を行うことを目的として、小学校の児童及び中学校の生徒で希望する者に対して
学校塾事業を実施する。

事業費(千円) 37,478 予算額(単位：千円)

実施主体 市 所属部 教育部 所属課 学校教育課 予算書ページ 7 新規

実施年度 平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業内容
子ども学校塾事
業委託

子ども学校塾事
業委託

子ども学校塾事
業委託

子ども学校塾事
業委託

需用費 　【今回追加補正】

　（消耗品費）事務用品費

委託料 子ども学校塾運営業務　5,552,160円×1.1＝6,107,376円

事業費(単位:千円) 10,080 10,064 7,659 9,675 　【今回追加補正】

財
源
内
訳

国庫支出金 　子ども学校塾運営業務　3,170,000円×1.1＝3,487,000円

県支出金
市債
ふるさと応援寄附金 7,000 7,000 5,000 5,500

その他
一般財源 3,080 3,064 2,659 4,175

計

9,675千円

3,567千円
3,567千円
6,108千円
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